
上野周辺（中央の大通りが上野広小路）
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大林組プロジ‘ェクトチーム
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一
、
広
場
の
歴
史
と
概
念

広
場
と
は
、
い
っ
た
い
何
、
で
あ
ろ
う
か
。

今
回
、
わ
れ
わ
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ1
ム
は
、
未
来
の
広
場
を

考
え
る
に
あ
た
り
、
こ
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
疑
問
を
検
討
す
る

こ
と
か
ら
始
め
た
。

人
が
、
広
場
と
い
う一言
葉
か
ら
連
想
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
さ
ま
、
ぎ

ま
で
あ
る
。
三
角
べ
l

ス
の
草
野
球
に
熱
中
し
た
原
っ
ぱ
、
人
と

車
が
行
き
交
う
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
、
古
い
オ
ベ
リ
ス
ク
を
中
心

に
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
の
街
角
、
若
者
た
ち
ゃ
家
族
連
れ
で

に
ぎ
わ
う
歩
行
者
天
岡
、
政
治
や
宗
教
上
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
の
場
、
お
祭
や
イ
ベ
ン
ト
の
野
外
舞
台
、
高
層
ビ
ル
の
下
に

広
が
る
人
工
地
盤
の
空
間
：
：
：
。
広
場
の
イ
メ
ー
ジ
は
時
間
と
空

聞
を
超
え
て
、
実
に
多
彩
で
あ
る
。

西
洋
の
広
場
を
歴
史
的
に
み
るt
、
ま
ず
古
代
広
場
と
し
て
紀

元
前
の
ギ
リ
シ
ャ
都
市
に
あ
っ
た
ア
ゴ
ラ
と
、
古
代
ロl
マ
都
市

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る。

ど
ち
ら
も
都
市
の
中

心
に
あ
っ
て
、
政
治
や
商
業
の
場
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
た
。

と
り
わ
け
ア
ゴ
ラ
は
民
主
制
議
会
の
聞
か
れ
た
広
場
で
あ
り
、
「
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
は
広
場
か
ら
誕
生
し
た
」
と
も
い
わ
れ
る
。

中
世
の

ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
で
は
、
市
場
広
場
や
、
市
庁
舎
や
教
会
前
に

市
民
広
場
が
誕
生
し
た。

ル
、
不
ッ
サ
ン
ス
期
に
は
、
広
場
は
建
築

や
芙
術
の
対
象
と
な
り
、
き
わ
め
て
芸
術
性
の
高
い
広
場
が
次
々

に
生
み
出
さ
れ
た。

さ
ら
に
バ
ロ
ッ
ク
期
に
な
る
と
、
町
の
道
路

網
と
も
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
都
市
に
放
射
状

の
交
差
点
広
場
が
造
ら
れ
た
の
で
あ
る。

そ
し
て
現
代
で
は
ア
メ

リ
カ
を
中
心
に
、
商
業
施
設
や
公
共
施
設
と
結
び
付
い
た
複
合
理

の
広
場
が
誕
生
し
、
建
築
的
に
は
人
て
地
盤
を
利
用
し
た
多
用
広

場
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
を
始
め
と
し
た
東
洋
の
歴
史
に
は
広
場
は

な
か
っ
た
、
と
い
わ
れ
て
き
た
。

確
か
に
、
あ
ら
か
じ
め
広
場1
ζ

し
て
建
設
さ
れ
た
空
間
は
な
か
っ
た
が
、
縄
文
時
代
の
集
落
の
中

心
に
は
広
場
的
な
空
間
が
作
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

。

ま

た
寺
社
の
門
前
や
境
内
、
大
路
・
小
路
、
名
所
・
旧
跡
、
広
小
路

こ
れ
に
対
し
、

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
現
状
の
ヒ
野
の
町
を
多
角
的
に
検
討
し

た
結
果
、
上
野
の
山
と
不
忍
池
と
に
近
接
し
た
地
域
を
今
回
の
計

画
地
と
し
た
。
南
北
は
春
日
通
り
か
ら
西
郷
隆
盛
銅
像
の
あ
る
山

の
昇
り
円
ま
で
、
ま
た
東
丙
は
ア
メ
横
通
り
の
西
側
か
ら
不
忍
池

ま
で
の
地
域
で
あ
る
（
凶
参
照
）
。

計
画
地
の
現
状
の
敷
地
面
積
は

約
二
二

、

0
0
0
平
方
灯
。

そ
の
う
ち
道
路
と
縁
地
を
含
む
空

地
面
積
が
六
五
、
八O
O
平
方
μ

（
空
地
率
約
五
九
%
）
。

ま
た
建
地

面
積
は
四
六
、二
O
O
平
方
灯
（
建
ぺ
い
率
約
四一
%
）
と
な
る
。

『
動
く
広
場
』

計
曲
、
て
は
、
こ
の
現
状
の
数
値
を
変
え
ず
に
、

建
物
・
道
路
・
そ
の
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
分
け
に
よ
る
広
場
化
の
工
夫

を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
計
画
地
全
体
を
、三
O
μ
×
三
O
μ
を

一
単
位
と
す
る
、
ブ
ロ
ッ
ク
九
十
個
に
分
割
し
た

。

そ
し
て
、
こ
れ

ら
の

や

フ
ロ
ッ
ク
を
自
由
に
組
み
換
え
る
手
法
に
よ
り
、
今
ま
で
に

類
を
見
な
い
可
動
期
広
場
を
立
案
し
た。

ペ
フ
ロ
ッ
ク
の
内
訳
）

．
建
物
。
フ
ロ
ッ
ク

・
中
央
通
り
ふ
ブ
ロ
ッ
ク
（
空
地

t

し
て
利
用
）
十
六
個

・
樹
木
、空
地
、
水
な
、
ど
の
。
フ
ロ
ッ
ク

六
十
三
個

十
一
個

ス
ケ
ー
ル
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
道
路
幅
の
う
ち
中
央

通
り
（
広
小
路
通
り
）
を
現
状t
ほ
ぼ
等
し
い

三
O
H
川t

し
、
そ

の
他
の
路
地
は
六
れ
幅
と
し
た。

て
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
辺
の
長
さ
に

つ
い
て
は
、
中
央
通
り
の
幅
が
約
三
O
H
川
で
あ
る
こ
と
？
と
、
現
在
、

春
日
通
り
に
通
じ
る
道
及
び
路
地
数
を
こ
こ
で
は
十二
本
t

数
え

た
が
、
そ
の
数
を
本
計
画
に
い
か
す
と
、
や
は
り
三
O
μ
幅
の
ブ

ロ
ッ
ク
が
取
れ
る
こ
と
か
ら
決
定
し
た
も
の
で
あ
る。

そ
の
他
六

灯
街
路
の
合
計
面
積
は
、
、
ブ
ロ
ッ
ク
三
十
四
伺
分
（
三
一
、
0
0

0
平
方
灯
）
の
ス
ペ
ー
ス
に
相
当
す
る

。

『
動
く
広
場
』

は
、
平
面
的
に
は
、
こ
の
九
十
個
の
ブ
ロ
ッ
ク

を
自
由
に
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
構
成
す
る
。
最
初
か
ら
「
広

場
が
あ
る
L

の
で
は
な
く
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
目
的
に
応
じ
て
組
み
換

え
な
が
ら
「
広
場
を
創
る
」
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
す
べ
て
の
や
フ

ロ
ッ
ク
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
制
御
で
、
自
動
走
行
す
る

も
の
と
し
た
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
下
部
に
あ
る
車
輪
に
よ
っ
て
レ

ー
ル
上
を
単
独
で
動
く
こ
と
が
で
き
る
。
ち
ょ
う
ど
一1
十
五
の

数
字
を
移
動
し
て
数
字
の
吃
び
換
え
を
行
う
「
十
五
ゲl
ム
」
や
、

な
ど
、
機
能
的
に

は
広
場
と

も
い
え

る

空
間
は
数
多
く
存
在
し
て

い
た
と
い
え
よ

う
。

こ
う

し
て

広
場
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
広
場
の
形
態

や
機
能
は
決
し
て

単
純
で
は
な
い
。
あ
ら
か
じ
め
広
場と
い
う
限

定
さ
れ
た
空
間
が
あ
っ
た
と
い
うよ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
時
代
時

代
の
人
々
が
、
自
分
た
ち
の
目
的
に
応じ
て

「
広
場
化
」
し
た
空

聞
こ
そ
、
広
場
な
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
も
、
ま
ず
現
代
に
お
け
る
広
場
の
形
態
を
分

析
し
、
次
の
よ
う
に
定
義
し
た
。

・
大
勢
の
人
々
が
集
ま
る

・
何
か
を
行
う

・
目
的
に
応
じ
て
白
由
に
利
用
で
き
る

．
安
全
に
利
用
で
き
る

・
見
通
し
が
良
い

・
交
通
便
利
で
あ
る

こ
こ
を
出
発
点
と
し
て
、
さ
ら
に
未
来
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
空

間
の
「
広
場
化
」
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
い
ま
ま
で

同
定
的
に
の
み
考
え
ら
れ
て
き
た
広
場
の
常
識
を
超
え
て
、
世
界

で
も
初
め
て
の
『
動
く
広
場
』

の
建
設
に
着
服
し
た
の
で
あ
る
。

一
、
「
動
く
広
場
」
建
設
構
想

⑨
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本概
念

『
動
く
広
場
』

：
：
：
そ
れ
は
未
来
の
都
市
を
先
取
り
す
る
構
想

で
も
あ
る

。

歴
史
的
に
み
る
と
、
都
市
の
概
念
は
た
え
ず
変
化
し

続
け
て
き
た
。

例
え
ば
、
土
地
に
密
着
し
た
低
層
建
造
物
の
時
代

か
ら
、
超
高
層
の
時
代
へ。

そ
れ
は
単
に
建
物
の
古川
さ
の
問
題
に

と
ど
ま
ら
ず
、
建
物
や
上
地
の
有
す
る
価
値
の
転
換
と
、
権
利
形

態
の
よ
き
な
変
化
を
伴
っ
て
き
た
。

今
日

、

て
は

、

他
人
が
所
有
す

る
上
地
や
建
物
のk
の
雫
聞
を
利
用
す
る
「
空
中
権L
や
、
未
利
用

と
な
っ
て
い
る
答
積
率
を
外
の
建
物
に
移
転
す
る
「
開
発
権
」
な

ど
、
ひ
と
北
口
前
に
は
考
え
ら
れ
な
かった
概
念
が
、
都
市
の
建
物

に
設
定
さ
れ
つ
つ
あ
る。

こ
う
し
た
都
市
形
態
の
変
化
を
前
提
と

ル
l

ピ
ッ
ク
・

キ
ュ
ー
ブ
の
色
合
わ
せ
ゲl
ム
を
連
想
す
る
と
わ

か
り
や
す
い
で
あ
ろ
う

。

三
O
μ
×
三
O
M
の
。
フ
ロ
ッ
ク
の
上
に
あ
る
建
物
や
植
栽
は
、

も
ち
ろ
ん
そ
の
ま
ま
ブ
ロ
ッ
ク
と
と
も
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
る

。

し
た
が
っ
て
、
建
物
ブ
ロ
ッ
ク
を

一
ヵ
所
に
集
め
た
り
、
反
対
仁

散
在
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
他
の
、
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

成
る
広
場
空
間
は
さ
ま
、
ぎ
ま
に
ス
ケ
ー
ル
1
ζ

形
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
は
無
限
と
い
え

る
ほ
ど

豊
富
だ
。

従
来
の
固
定
的
な
広
墳
で
は
、
そ
こ
で
実
施
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

の
内
零
が
、
広
場
の
ス
ケ
ー
ル’や
形
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
た
。
だ

が
、
『
動
く
広
場
』
で
は
非
常
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
対
応
が
可
能
と

な
る
。

例
え
ば
、
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
季
節
や
テl
マ
に
応
じ

た
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
空
間
の
創
造
に
よ
っ
て
、

一
年
を
通
じ
て
活

用
、
で
き
る
万
能
型
の
広
場
が
誕
生
す
る
の
だ

。

『
動
く
広
場
』

は
、
ま
た
立
体
的
に
も
移
動
す
る
。

建
物
。
フ
ロ

ッ
ク
の
場
合
、
本
計
画
、
で
は
三
O
幻
×

三
O
μ
の

a

ブ
ロ
ッ
ク
の
中

央
に
、
二
七
灯
×
二
七
μ
の
平
面
を
持
つ
八
階
建
て
の
ピ
ル
デ
ィ

ン
グ
を
相
公
疋
し
た
。

こ
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
各
階
は
、
す
べ
て
単

独
で
横
に
ス
ラ
イ
ド
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
、
で
き
る
。
ま
た
、
建
物

の
斜
行
移
動
や
垂
直
移
動
も
、
技
術
的
に
は
十
分
に
可
能
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
手
法
に
よ
っ
て
広
場
は
立
体
空
間
と
し
て
も
、
大
き
な

可
能
性
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
、
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
各
階
を
順
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
こ

と
仁
よ
り
、
屋
根
的
な
空
聞
が
創
造
、
で
き
る
。
こ
の
方
法
を
利
用

す
れ
ば
、
広
場
を
開
放
的
空
間
に
も
室
内
的
空
間
に
も
自
由
に
変

え
る
こ
と
が
可
能
だ。

さ
ら
に
広
場
？
と
そ
の
付
近
一
帯
の
景
観
に

も
、
多
彩
な
変
化
を
与
え
る
こ
と
に
な
る。

二
十
一
世
紀
の
都
市
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
高
層
化
や
地
下
化

に
よ
る
高
密
度
利
用
の
手
法
ば
か
り
で
な
く
、
機
能
の
柔
軟
性
や

空
間
の
多
目
的
性
、
あ
る
い
は
景
観
の
多
様
性
と
い
っ
た
要
素
が
、

A議
は
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
ま
た
社
会
的
価
値
を
持

っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
意
味
、
て
、
『
動
く
広
場
』
の
思
想

は
、
未
来
都
市
の
ひ
と
つ
の
あ
り
方
を
提
案
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

21 

し

て
考
え
る

時
、
都
市
を
形成
す
る

建
物
と

建
物
と

の
「
問
」
と

し

て
、
重
要
な
機
能
を
担
っ
て
き
た
広
場
の
形
態
も
ま
た
、
大
き

く

変
化
す
る
こ
と
は
い
わ
ば
必
然
、
で
あ
ろ
う
。

ま

た
技
術
史
的
に
み
る
と
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
は
す
で
に
可
動

型
施
設
の
建
設
技
術
を
、か
な
り
蓄
積
し
て
い

る
。

エ
レ
ベ
ー

タ

ー

、
動
く
歩
道
、
回
り
舞
台
、
ト

レ
ー

ラ
ー

ハ
ウ
ス
な
、
ど
の
小
規

模
な
も
の
か
ら
、
勝
ど

き
橋

、

横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
の
移
動
客
席
な

ど
ま
で
。
そ
れ
ら
は
、
高
密
度
社
会に
お
け
る
価
値
t

価
値
の
立

体
交
差
を
技
術
仁
よ

っ
て
可
能
に
し
た
、
都
市
型
の
多
目
的
空
間

で
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
新
し
い
都
市
の

あ
り
方
t

も
密
接
に
か
か
わ
る
フ
レキ
シ
ブ
ル
な
形
態
の
広
場
を
、

現
代
技
術
に
よ
っ
て
建
設
し
て
み
よ
う
と
考
え
た
。
ぞ
れ
が
『
動

く
広
場
』
建
設
計
画
で
あ
る
。

⑨
建
設
計
画
の
概
要

都
市
に
お
け
る
広
場
は
、
通
常
、
そ
の
周
囲
を
建
物
が
占
め
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
広
場
が
動
く
こ
と
は
、
同
時
に
建
物
が
動
く
こ
と

と
も
表
裏

一
体
で
あ
り
、
そ
れ
は
広
く
と
ら
え
れ
ば
町
が
動
く
こ

と
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
『
動
く
広
場
』
の

モ
デ
ル
を

現
実
の
町
の
中
に
置
い
て
、
建
設
に
挑
戦
し
て
み
る
こ
と
にし
た
。

建
設
計
曲
の
モ
デ
ル
地t
し
て
選
定
し
た
の
は
、
東
京
の
上
野

で
あ
る
。

上
野
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
古
い
町

だ
が
、
か
つ
て
は
浅
草
と
と
も
に
わ
が
国
の
文
化
の
リー
ダ
ー

シ

ッ
プ
を
t

っ
た
地
域
で
あ
る
。
地
形
的
に
も
、
上
野
公
園
の
山
、

不
忍
池
畔
、
上
野
広
小
路
な
ど
、
広
場
的
空
間
に
恵
ま
れ
て
い
た
。

と
り
わ
け
寛
、
氷
寺
の
あ
る
上
野
公
園
で
は
、
明
治
か
ら
昭
和
の
二

十
年
代
に
至
る
ま
で
、
内
田
勧
業
博
覧
会
、
憲
法
発
布
式
典
、
第

一
回
文
部
省
美
術
展
、
第

一
間
メ
ー

デ
ー

を
始
め
と
し
た
国
家
規

模
の
大
イ
ベ
ン
ト
が
次
々
と
誕
生
し
た。

江
戸
ッ
子
の
物
見
し
回
向
さ

と
先
取
の
気
性
を
代
表
し
た
の
が
、
上
野
公
園
を
中
心
と
し
た一

帯
で
あ
っ
た
。

ま
た
上
野
は
、
昭
和
六
十
年
三
月
か
ら
東
北・
上

越
両
新
幹
線
の
発
着
駅
t

も
な
る
。

歴
史
的
に
も
地
理
的
に
も
、

二
十

一
世
紀
の
広
場
を
建
設
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
と
い
え
よ

》
「
ノ。

⑨
「
動
く
広
場
」
の
メ
リ
ッ
ト
と
未
来
の
空
間
認
識

そ
れ
で
は
、
『
動
く
広
場
』
に
は
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。

す
で
に
述
べ
た
こ
t

も
含
め
て
整
理
す
る
t

、

一
、
空
間
の
多
目
的
利
用
と
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（
時
間
的

な
区
切
り
）
が
可
能

一
、
季
節
、
気
候
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
な
ど
に
対
応
し
た
広
場
形

態
が
可
能

一
、
広
場
の
移
動
そ
れ
自
体
に
よ
る
話
題
性
の
提
供

一
、
都
市
の
核
と
し
て
の
新
し
い
文
化
的
空
間
の
創
造

一
、
地
域
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
活
性
化

以
上
の
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
空
間
の
多
目
的
利
用
が
可
能
と

な
る
こ

t

に
よ
り
、
目
的
別
の
複
数
の
広
場
を
建
設
す
る
場
合
と

比
較
す
る
と
、
コ

ス
卜
の
軽
減
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
由

空
聞
が
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
都
市
で
は
、
き
わ
め
て
有
効
な
広

場
と
い
え
る
。

さ
ら
に
『
動
く
広
場』
は
、
土
地
も
建
物
も
従
来

と
同
じ
比
率
で
構
成
さ
れ
る
た
め
、
権
利
者
や
居
住
者
の
移
転
が

不
要
で
あ
り
、
買
収
や
移
転
補
償
な
ど
の
問
題
も
ほ
と
ん
ど
生
じ

な
い
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る

。

一
点
、
『
動
く
広
場』、
て
は
、
土
地・
建
物
そ
れ
自
体
が
移
動
す

る
た
め
、
従
来
の
よ
う
な
不
動
産
に
対
す
る
所
有
権
や
利
用
権
は
、

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う。

す
で
に
ア
メ

リ
カ
を
中
心
と
し
て
、
空
中
権
や
開
発
権
の
よ
う
な
新
し
い
空
間

認
識
が
盛
ん
に
導
入
さ
れ
始
め
て
い
る
。
二
十
一
世
紀
に
は
一
層
、

空
間
に
対
す
る
さ
ま
、
ざ
ま
な
権
利
の
あ
り
方
に
も
変
化
が
生
じ
る

は
ず
だ
。

例
え
ば
『
動
く
広
場
』

の
場
合
、
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
を
共
同
所
有

t

し
た
り
、
株
形
態
に
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。ま
た

利
用
権
に
つ
い
て
も
、
現
在
す
で
に
運
用
さ
れ
て
い
る
別
荘
の
オ

ー
ナ
ー
ズ
・
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
方
法
も
あ
る
。
ま
た
、
『
動
く
広

場
』
は
、
建
物
が
動
く
こ
と
自
体
に
ショl
的
な
要
素
も
高
い
。

居
住
者
や
利
用
者
の
生
活
空
聞
が
、
そ
の
ま
ま
都
市
の
劇
場
と

な

っ
た
と
も
い
え
、
広
場
全
体
が
文
化
的
な
商
業
空
間
と
し
て
の
価

値
を
持
っ
て
く
る
、
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
未
来
の
広
場
に

は
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
新
鮮
な
空
間
認
識
が
必
要
で
あ
る
。
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上
野
広
小
路
の
広
場
化
（
ブ
ロ
ッ
ク
化
）

敷
地
面
積
約
二
二
、

0
0
0
宝
刀
灯

－

空
地
面
積

六
五
、
八O
O
平
方
灯

・

建
地
面
積
四
六
、
二

O
O
平
方
灯

ブ
ロ
ッ
ク
数
九
十
個

－

建
物
。
フ
ロ
ッ
ク
六
十三
個

－

中
央
通
り
ブ
ロ

ッ
ク
十
六
個

－
樹
木
、
空
地
、
水
な
ど
の
ブ
ロ
ッ
ク

十
一
個

『
動
く
広
場
』
の
年
間
モ
デ
ル
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
「
動
く
広
場
」
の
多
健
恥
性
を
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
、

現
時
内
べ
て
の
上
野
の
歴
史
や
土
地
柄
を
来
品
思
し
た
催

事
を
あ
て
は
め
た
も
の

。

広
場
に
月
別
の
テ
l

マ
を
設
定
し
、
ロ
ヵ
刀
の
モ
デ
ル’的
な
利
用
例
を
示
し
て
あ
る。

（・
は
娃
物
ブ
ロ
ッ
ク
、
は
広
場
会
フ
ロ
ッ
ク
）

｜月 。 テーマ「江戸情緒の保存」。 江戸の趣を

残す不忍；也をf昔景とし、水と縁の深い出初式、

江戸職人芸を集めた江戸祭り などで、歴史性

豊かな広場化を行う

5 月 。 テーマ「スポーツ ＆フ 7 ミリ ー」。 快適

な季節性をいかし、 約 l 万m＇の広場 3 力所で

草野球大会、 サイクルスポーツ大会、ファ ミ

リ ーキャンプなどを開催する。

9 月 。 テーマ「現代の祭り」。 パレー ドのでき

る長大空間で、大上野祭り、カーニパルなど

大イベン卜 を開催。 また国際マラ ソンなどス

ポーツの祭典にも活用する。

上野広小路地区の広場化該当敷地

2 月 。 テーマ「未来空間の創造」。 中央に大空

間を設定し、ニ ューメ ディ ア、 光フ 7 イ パ一、

シンセサイザ 、 ホログラフ ィ な どに よる未

来の情報広場を創造する。

6 月 。 テーマ「市民広場」。 特別なイベントの

ない時の広場。 中央通りを残 し 、 その他を市

民音楽家、 大道芸人、 一般市民に開放し、散

歩のできる空間としてお く 。

10月 。 テーマ「新芸術の拠点づくり」。分散型

の小広場情成により、実験的な国際演劇祭、

世界映画祭、野外彫刻美術展などに場所を提

供し、若者の芸術広場とする。

3 月 。 テーマ「産業の振興」。 建物の各階引出

しによる屋根的空間の下で、新幹線開業式典、

国際見本市、 フ ァッシ ヨ ンショ ーなどを開催

し、産業振興の核とする。

7 月 。 テーマ「上野・聖子外芸術祭」。 不宏、池を

パッ クと した大空間を構成し 、 東京市民コ ン

サー 卜、 薪能など芸術の町にふさわしい、 夏

の芸術祭のメ ッ カをつ く る。

つ l
II 月 。 テーマ「新時代の1尊覧会」。 道路も広場

化した最大限のスペース （約5,500πf) 。 ↑尊覧会

発祥の地・上野らしい未来性に富んだ国際博、

23 

該当敷地のブロ ック化の基本例4 月 。 テーマ 「下町の新・庶民性」。 お花見の

名所として有名な庶民性をいかし、桜の咲く

上野の山へのイント口広場を形成。 上野時代

祭りなどにより新名所を創る。

8 月 。 テーマ 「水空間との融合」。 貴重な水空

間（不忍池）沿いに広場を展開し 、 花火やレ

ーザ一光線を活用した光のフェスティパルに

よる、夏の夜の夢を演出する。

1 2 月 。 テーマ「商業の町・上野」。 アメヤ横丁

や御徒町の商店街で知られる土地柄を広場と

結ぴ、 大規模な歳末の買物広場を創造 して新

しい商業の名所づくりを行う 。
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三
、
「
動
く
広
場
」
の
技
術
的
背
景

⑨
建
物
フ
ロ
ッ
ク
の
形
態

『
動
く
広
場
』

に
お
い
て
、
移
動
技
術
の
見
せ
場
、
と
も
い
う

べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、
や
は
り
建
物
が
乗
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
の
移
動
で

あ
る

。

動
か
す
べ
き
建
物
の
形
状
に
つ
い
て
は
、
現
実
に
は
、
階

数
、
一
階
当
た
り
の
床
面
積
と
も
、
さま
ざ
ま
な
ケ
l

ス
が
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
建
物
の
規
模
に
応
じて、

移
動
速
度
や
必
要
と

さ
れ
る
動
力
な
ど
も
変
化
す
る
こと
に
な
る

。
そ

こ
で
今
回
は
、

広
場
の
ス
ケ
ー
ル
や
景
観
上
の
バラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
て
、
も

っ
と
も
適
切
と
思
わ
れ
る
建
物
の
規
模
を
相
日

一
し
た
。

建
物
は
三
O
U
×
三
O
M
の
ブ
ロ
ッ
ク
申
央
部
に

位
置
し
、
一

層
当
た
り
の
床
面
規
模二
七
μ
×
二
七
灯
の
八
階
建
て
、
で
あ
る
。

た
だ
し
、
建
物
の
一
階
部
分
は
、
さ
ら
に
了
五μ
ず
つ
後
退
さ
せ
、

そ
の
周
岡
に
幅
三
・

O
μ
の
歩
道
を
取
っ
た
。

し
た
が
っ
て
や
フ
ロ

ッ
ク
全
体
の
断
面
は
、凶
に
示
す
よ
う
に
、
建
物
の
周
囲
を
幅三
了

O
M
の
歩
道
が
、
鉢
巻
状
に
抱
く
形
態
で
あ
る。

こ
の
歩
道
部
分

は
後
に
述
ぺ
る
よ
う
に
、
下
部
に
移
動
用
の
車
輪
を
設
置
す
る
た

め
の
台
車
と
も
な
る
。
ま
た
各
、
、
フ
ロ
ッ
ク
聞
の
道
路
は
六

・

O
M

で
あ
り
、
移
動
時
に
は
道
路
市
央
か
ら
二
つ
に
割
れ
て
、
ブ
ロ
ッ
ク

側
面
に
引
き
込
ま
れ
、
建
物
と
と
も
に
移
動
す
る
も
の
と
し
た
。

（
建
物
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
ス
ケ
ー
ル
戸
）

・
建
物
延
面
積
五
、
八
三
二
平
方
灯
（
二
七
灯
×
二
七
灯
×

ノ
階
）

建
物
重
量

約
問
、0
0
0
ト
ン
（
五、

0
・

七
ト
ン
／
平
方
灯
）

約
四
、
七
0
0
ト

ン

八
三
二
平
方
日
×

・

一
棟
総
重
量

（
問、

0
0
0
ト
ン
＋

ヒ

0
0
ト
ン

〈
ム
門
事
な
ど
〉
）

移
動
速
度

最
大
－
五
メ
ー

ト
ル
／
分

一
棟
移
動
a
a

八
五
K
W

所
要
馬
力

各
階
ス
ラ
イ
ド

最
大

五
O
K
W

バ
ッ
テ
リ
ー

一
－－
E
立
・
万灯
（
一
九
O
K
W
h
に
必
要
な
体
杭
）

建
物
取
祉
の

じ
ト
ン

／
．
十
点
灯
の
数
値
は
、
通
常
の
ピ
ル

よ
り
は
か
な
り
市
く
な
る
は
ず
だ
が
、
．
－
卜
－
叶
一
紀
に
は
呪
収
よ
り

も
粍
川
化
が
進
む
こ
と
を
必
極
し
て
設
定
し
た。

ま
た
、

移
動
速

い
は
に
関
し
て
は
、ブ
ロ
ッ
ク
の
総
市一は
と
、

夜
山
に
移
動
を
終f

で
き
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
決
定
し
た。

⑨
平
面
移
動
に
つ
い
て

（
移
動
店
法
）

ブ
ロ
ッ
ク
の
移
動
万
法
は
レ
ー
ル
案
、
ク
ロ
ー
ラ
ー
案
、
閉

勘
案
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
京
な
ど
を
検
討
し
た
結
米
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
休
版
而
に
制
材
の
レ
ー
ル
を
格
ノ
ド
J
状
に
設
置
し
、
そ
の
K
J
T

っ
ぱ
な
し
の
鋼
鉄
製
中
輸
に
よ
り
止
行
す
る
卜
刀
法
を
探
則
し
た
。

こ
の
店
法
が
、
も
っ
と
も
実
現
性
投
び
に
経
済
性
を
考
慮
す
ると

き
、
引
川
氏
的
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
レ
ー
ル
と
ほ
版
）

レ
ー
ル
の
間
隔
は
、
ぃ
山r輸
を
取
付
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
叫
が
三O
灯
、

建
物
問
の
問
陥
が
い
ハ
灯
あ
り
、ぃ出
ド
輪
を
同
列
配
置
す
る
こ
と
か
ら

九
灯
ピ
ッ
チ
t

し
た
。
レ
ー
ル
の
断A

由
形
状
は
、
附
に
ぶ
し
た
’
と
お

り
、
－
、

札
0
0
ミ
リ
日
×
二0
0
ミ
リ
灯
で
あ
る
。
ま
た
、ん
灯
ピ
ッ

テ
の
レ
l

山
げ
が
配
円
さ
れ
る
代
田
の
ド
部
に
は
、建
物
荷
重
を
受

け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
染
を
設
け
た
。
こ
の
梁
の
下
部
は
、ベC
戸
h
ノ

に
地
中
に
正
礎
杭
を
打
ち
、
最
下
部
は
一
本
当
た
り
の
受
M
－
由
積

が
大
き
な
拡
庇
杭
を
採
則
し
て
、床
版
全
体
の
安
定
性
を
高
め
た
。

建
物
の
安
定
を
阿
る
万
法
と
し
て
は
、移
動
終
f

と
と
も
に
建

物
の
底
面
か
ら
円
動
的
にP
C

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
を
底
版
に
差
し

込
み
、
底
版
下
で
締
付
け
同
定
す
る
。そ
の
た
め
、
底
版
下
仁
は

年
末
肘
の
地
下
空
間
を
設
け
た
。
こ
の
地
下
空
間
は
、同
時
に
各

種
設
備
用
の
ケ
ー
ブ
ル
や
配
管
の
通
路
で
あ
り
、さら
に

『
動
く

広
場
』
全
体
の
駐
車
場
と
し
て
も
使
用
す
る
。

（
移
動
台
車
）

車
輪
を
取
付
け
る
移
動
台
車
は
、
ブ
ロ

ッ
ク
の
外
枠
を
形
成
す

る
枠
台
卓
と
し
、
そ
の
底
面
に
駆
動
車
輪
十
二
組
を
配
置
す
る

。

枠
台
車
の
上
面
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
歩
道
で
あ
る
。
ま
た
枠
台

車
の
側
面
に
は
、
道
路
を
は
ね
上
げ
式
、
で
取
付
付
、
移
動
時
に

~I II 11 11 IL) 
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31 

fコI 白白 1)-cr iJIピ
u u u u u 

9,000 

30,000 

32 



33 

油
圧
シ
リ
ン
ダ
ー
に
よ
り
折
り
た
た
む
方
式
と
し
た

。

内
に
油
圧
モ
ー
タ
ー
、
減
速
機
を
内
装
し
、
自
動
駆
動
を
す
る
。

そ
の
際
の
油
庄
の
供
給
は
、
車
軸
よ
り
行
う。

ま
た
、
ブ
ロ

ッ
ク
を
九
O
度
の
向
き
で
移
動
さ
せ
る
場
合
（
直

角
に
曲
が
る
場
合
）
に
は
、
枠
台
車
底
面
と
車
輪
と
の
聞
に
設
け

た
タ
l

ン
テ
ー
ブ
ル
を
回
転
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
車
輪
の
方
向

（
吊
装
置
）

っ
ぱ
な
し
車
輪
を
採
用
し
た
。
ま
た
車
輪
は
、
本
体

転
換
を
行
う
。

こ
の
タ
l

ン
テ
ー
ブ
ル
は
、
直
進
走
行
す
る
際
の

蛇
行
修
正
用
と
し
て
も
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
走
行

や
タ
l

ン
テ
ー
ブ
ル
の
回
転
を
管
理
す
る
た
め
、
枠
台
車
内
に
は

コ

ン
ト
ロ
ー
ル一

室
を
設
置
し
た
。

ブ
ロ

ッ
ク
を
移
動
さ
せ
る
際
、
建
物
本
体
を
底
版
か
ら
浮
か
し

た
り
、
方
向
転
換
時
に
枠
台
車
を
浮
か
す
必
要
が
あ
る
。
こ
の
作

業
に
は
建
物
吊
装
置
（
容
量
五0
0
ト
ン
、
一
ゃ
フロ
ッ
ク
に
計
八

本
）
を
用
い
る。

吊
装
置
は
、
建
物
側
面
か
ら
突
き
出
た
プラ
ケ

ッ
ト
と
枠
台
車
内
の
シ
リ
ン
ダ
ー
と
か
ら
成
り
、
プ
ラ
ス

・
マ
イ

（
車
輪
）

車
輪
は
、
大
き
さ
が
外
径
一
、0
0
0
ミ
リ
灯
、
幅
二O
O
ミ
り
灯

で
、
二
個
を
ひ
と
組
と
し
た
鋼
鉄
製
の
っ
ぱ
な
し
車
輪
と
し
た
。

つ
ば
付
き
車
輪
と
す
るt
、
レ
ー
ル
の
交
差
部
に
切
込
み
が
必
要

と
な
る
。
そ
の
場
合
、
車
輪
の
間
隔
と
レ
ー
ル
の
ピ
ッ
チ
が
同
じ

九
幻
幅
の
た
め
、
全
車
輪
が
同
時
に
切
込
み
に
落
ち
て
や
フ
ロ
ッ
ク

荷
重
が
一
度
に
掛
か
り
、
駆
動
に
支
障
を
き
た
す
懸
念
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、

ナ
ス
一
0
0
ミ
リ
灯
程
度
の
ス
ト
ロ

ー
ク
を
持
つ
も
の
で
、
建
物
と

枠
台
車
の
両
方
に
機
能
す
る
。
つ
ま
り
、
吊
装
置
に
よ
り
建
物
を

持
ち
上
げ
て
直
進
走
行
し
、
九O
度
方
向
転
換
す
る
際
に
は
建
物

34 



を
い
っ
た
ん
降
ろ
し
た
後
、
吊
装
置
を
さ
ら
に
作
用
さ
せ
る
と
、

A忌
尻
は
枠
台
車
が
持
ち
上
が
る
。
そ
の
時
、
タ
l

ン
テ
ー
ブ
ル
を

③
建
物
を
い
っ
た
ん
底
版
面
ま
で
降
ろ
し
、
吊
装
置
に
よ
り
枠

台
卓
を
持
ち
上
げ
、
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
を
回
転
さ
せ
て
車
輪

回
転
さ
せ
る
。

の
向
き
を
変
え
る
。

以
上
の
技
術
を
駆
使
じ
て
建
物
ブ
ロ
ッ
ク
を
平
面
移
動
さ
せ
る

手
順
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
建
物
と
底
版
を
つ
な
ぐ
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
を
解
除
し
、
同
時

に
設
備
用
ケ
ー
ブ
ル
も
離
す
。
ま
た
、
道
路
を
枠
台
車
の
側

面
に
引
き
寄
せ
る
。

④
吊
装
置
に
よ
り
枠
台
車
を
降
ろ
し
、
再
び
建
物
を
持
ち
上
げ
、

目
的
の
位
置
ま
で
レ
！
ル
上
を
走
行
す
る
。

⑤
正
規
の
位
置
に
着
い
た
ら
、
建
物
を
降
ろ
し
、
ア
ン
カ
ー
ボ

ル
ト
に
よ
り
底
版
に
固
定
す
る
。
ま
た
、
設
備
用
ケ
ー
ブ
ル

を
つ
な
ぎ
、
油
圧
の
は
ね
上
げ
力
に
よ
り
道
路
を
張
り
出
す
。

②
吊
装
置
に
よ
り
建
物
を
持
ち
ト
げ
、
枠
台
車
の
車
輪
に
よ
り

レ
ー
ル
上
を
必
要
な
位
置
ま
で
直
進
走
行
す
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
隼
未
は
す
べ
て
、
『
動
く
広
場
』
全
体
の
組
み

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
集
中
制
御
方
式
で
行

合
わ
せ
と
同
様
、

動く建物概念図

動く建物横送り装置u由圧ジャ、ソキ）
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う
。
ま
た
、
移
動
用
の
電
力
子
亦
ル
ギi
は
、
電
力
ケ
ー
ブ
ル
を

通
し
て
固
定
時
に
商
業
用
電
力
を
バ
ッ
テ
リ
ー
充
電
し
て
お
き
、

予
」
れ
を
使
用
す
る
。

⑨
立
体
移
動
に
つ
い
て

建
物
ブ
ロ
ッ
ク
に
関
し
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
平
面
的

な
移
動
、
ば
か
り
で
な
く
、
建
物
そ
れ
自
体
の
多
彩
な
動
き
に
つ
い

て
も
老
占
岡
山
し
た
。
現
在
、
回
転
レ
ス
ト
ラ
ン
や
開
閉
式
の
大
屋
根

な
ど
、
す
で
に
移
動
型
の
施
設
は
実
用
化
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、

都
山
の
あ
ら
る
ゆ
る
施
設
に
導
入
さ
れ
て
い
く
、
で
あ
ろ
う
。
そ
の

階層別の配管接続法トレンチ内管図

「

1冷水管 （往）

乙冷水管 （還）

3 給水管 （上水）

4 給水管 （雑用水）

E 高温水 （往）

6高，昆水 （還）

CT:消火管

'6:＇ ごみ輸送管

9 排水管

⑬電話ケーブル

⑪弱電ケーブル

ゆ制御ケーフル

'i3;電灯ケーフル

'14 動力ケーブル

布排水倒lj ；務
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際
、
建
物
の
移
動
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

こ
で
は
、
各
階
引
出
し
と
上
昇
下
降
の
技
術
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

建
物
の
各
階
引
出
し
と
上
昇
下
降
は
、
す
で
に
現
代
技
術
に
よ

っ
て
十
分
に
実
現
可
熊
で
あ
る
。
重
量
構
造
物
の
移
動
に
は
、
セ

ン
タ
ー
ホ
l

ペ
シ
ャ
ツ
キ
と
ロ
ッ
ド
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
リ

フ
ト
ア
ッ
プ
工
法
、
押
し
出
し
工
法
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
で

に
当
社
が
大
阪
万
国
博
覧
会
の
お
祭
り
広
場
大
屋
根
（
四
、
九
0

0
ト
ン
）
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
チ
ャ
ン
ギ
空
港
管
制
塔
（
一
、
三

五
0
ト
ン
）
な
E

に
お
い
て
、

実
績
を
持
つ
工
法
で
あ
る。

（
各
階
引
出
し
）

各
階
引
出
し
に
つ
い
て
は
、
建
物
の
各
階
に
、
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
ジ
ャ
ッ
キ
に
左
右
グ
リ
ッ
バ
を
備
え
た
ジ
ャ
ッ
キ
を
設
置
す
る
。

こ
の
場
合
、
上
載
階
数
に
よ
っ
て
ジ
ャ
ッ
キ
の
必
要
能
力
は
変
化

し
、
二
階
を
引
出
す
時
に
上
載
街
重
は
最
大
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

一
台
五
六0
ト
ン
能
力
の
ジ
ャ
ッ

キ
二
基

を
装
備
す
る
。
以
下
、
階
が
上
に
な
る
に
つれ
荷
重
が
軽
減
さ
れ
、

ジ
ャ
ッ
キ
能
力
は
小
さ
く
て
す
む
よ
う
に
な
り

、

最
上
部
の
八
階

、
て
は
、一
台
五
0
ト
ン
能
力
の
ジ
ャ
ッ
キ
二
基
を
使
用
す
る
。

ジ
ャ
ッ

キ
に
よ
る

送
り
出
し
は
、
固
定
側
に
ジ
ャ
ッ

キ
を
、
移

動
側
に
ロ
ッ
ド
を
取
付
け
、
左
右
の
グ
リ
ッ
パ
が
交
互
に
荷
重
を

支
持
し
な
が
ら
、
尺
取
虫
の
よ
う
に
上
部
を
移
動
させ
る
も
の
で

あ
る
。

例
え
ば
左
万
向
へ
の
移
動
の
場
合
、
ま
ず
左
グ
リ
ッ
パ
が

ロ
ッ
ド
の
阿
部
を
掴
む
。

右
グ
リ
ッ
パ
は
開
放
さ
れ
て
お
り
、そ

二
階
引
出
し
用
に
は
、

の
時
、
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
ジ
ャ
ッ
キ
・
ラ
ム
に
油
圧
を
送
り
込
む

と
伸
長
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
グ
リ
ッ
パ
に
支
え
ら
れ
たロ
ツ

ド
が
ジ
ャ
ッ
キ
の
ス
ト
ロ
ー
ク
分
だ
け
左
万
向
に
移
動
す
る。
こ

の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
、k
附
を
横
に
送
り
出
す
の
で
あ
る。
そ

の
際
、
ト
し・
下
階
の
閉
動
而
に
は
、
現
在
押
し
出
し
工
法
に
お
い

て
使
則
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
テ
ア
ロ
ン
加
工
の
滑
り
板
を
使
用
し

て
、
送
り
出
し
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
。
な
お
、
ジ
ャ
ッ
キ
の
動
力

は
、
名
ジ
ャ
ッ
キ
ご
t

仁
パ
ワ
l

ユ
ニ
ッ
ト

電
源
t

制
御
室
t

を

組
み
人
口
わ
せ
た
ユ
ニ
ッ
ト
を
構
成
し
、
こ
れ
は
各
階
別
に
装
備
す

る
、
」
L

」
’
と
し
た。

（
上
昇
下
降
）

色’

「
革
命
広
場
」（
パ
リ
）

ギ
リ
シ
ャ
の
ア
ゴ
ラ
以
来
、
広
場
は
公
共
の
場
と
し
て
、
ま
た
市
民
の
生

活
の
場
と
し
て
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
、
歴
史
の
舞
台
と
い
う
重
要
な
役

割
も
与
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
都
市
の
有
名
な
広
場
は
、

い
ず
れ
も
自
ら
歴
史
の
舞
台
と
な
り
、
多
く
の
歴
史
上
欠
か
す
こ
と
の
出
来

な
い
事
件
を
見
て
き
た
の
で
あ
る

。

し
か
し
、
と
は
い
う
も
の
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
数
多
あ
る
広
場
の
中
で
「
革

ふ
翌
仏
場
」
ほ
ど
、
激
し
く
移
り
変
わ
る
歴
史
を
み
た
広
場
も
な
い
で
あ
ろ
う

。

一
七
八
九
年
七
月
十
四
日
、
そ
の
日
珍
し
く
パ
リ
は
快
晴
で
あ
っ
た

。

自

由
と
平
等
を
求
め
る
パ
リ
の
民
衆
は
、
朝
、
廃
兵
院
を
襲
い
種
々
の
武
器
を

奪
う
と
、
そ
の
足
で
パ
ス
テ
ィ
ー
ユ
牢
獄
を
襲
墜
し
た

。

激
し
い
戦
闘
の
結

果
、
パ
ス
テ
ィ
ー
ユ
を
占
拠
し
た
民
衆
は
、
「
暴
君
の
犠
牲
者
」
と
し
て
囚

人
を
解
放
し
た
。

こ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
の
口
火
と
な
っ
た
世
に
有
名
な

「
パ
ス
テ
ィ
ー
ユ
牢
獄
襲
撃」で
あ
る
。

し
か
し
「
暴
君
の
犠
牲
者
」
と
し
て
華
々
し
く
解
放
し
た
囚
人
は
わ
ず
か

七
名
で
あ
っ
た
。

そ
れ
も
に
せ
金
づ
く
り
が
四
人
、
狂
人
が
二
人
、
あ
と
の

一
人
は
親
の
願
い
で
収
容
さ
れ
て
い
た
貴
族
の
放
蕩
息
子
で
あ
っ
た
。

す
な

わ
ち
パ
ス
テ
ィ
ー
ユ
は
ほ
と
ん
ど
空
っ
ぽ
だ
っ
た
の
で
あ
る

。

ベ
ル
サ
イ
ユ
で
事
件
の
報
告
を
受
け
た
ル
イ
十
六
世
は
「
暴
動
（
レ
ペ
リ

オ
ン
）
だ
な
」
と
い
っ
た
と
い
う。

そ
れ
に
対
し
報
告
者
の
リ
ヤ
ン
ク
ー
ル

公
は
「
い
い
え
、
陛
下
、
革
命
（
レ
ボ
ル
シ
オ
ン
）
で
ご
，
さ
い
ま
す
」
と
答

え
た
。

「
暴
動
と
革
命
」
、
そ
の
認
識
の
差
が
後
年
ル
イ
十
六
世
の
ふ
叩
を
奪
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い。

い
ず
れ
に
し
ろ
狩
り
好
き
な
ル
イ
に
と
っ
て
は
パ
リ

の
暴
動
や
革
命
よ
り
も
、
狩
り
の
収
獲
の
方
が
よ
ほ
ど
関
心
事
で
あ
っ
た

。

ル

イ
の
日
記
帳
の
七
月
十
四
日
の
欄
は
、
「
な
に
も
な
し
」
と
あ
る
だ
け
で
あ

る
。

一
七
九
三
年
一
月
十
七
日
、
国
民
公
会
は
ル
イ
十
六
世
に
死
刑
の
判
決
を

決
定
し
た
。

出
席
し
た
代
議
土
七
百
二
十
一
名
の
う
ち
、
死
刑
に
賛
成
票
を

投
じ
た
の
は
三
百
六
十
一
名
で
あ
っ
た
。

絶
対
多
数
は
三
百
六
十
一
票
で
あ

る
か
ら
、
国
王
は
た
っ
た
一
票
の
差
で
死
刑
の
判
決
を
受
け
た
の
で
あ
る

。

一
月
二
十
一
日
、厚
い
霧
が
パ
リ
中
を
お
お
い
、
寒
い
朝
で
あ
っ
た

。

十
時

二
十
分
、
厚
い
需
の
中
を
囚
人
ル
イ
十
六
世
を
の
せ
た
馬
車
を
含
む
行
列
が

革
4
2仏
場
（
現
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
）
に
入
っ
て
来
た
。

ギ
ロ
チ
ン
は
革
命
広

場
の
北
側
、
現
在
の
ク
リ
ヨ
ン
ホ
テ
ル
の
前
に
あ
り
、
二
万
に
及
ぶ
市
民
が

寒
さ
を
こ
ら
え
広
場
を
埋
め
尽
く
し
て
い
た

。

後
手
に
し
ば
ら
れ
た
ル
イ
は
、
処
刑
台
に
の
ぼ
る
と
そ
れ
で
も
威
厳
を
こ

め
て
鼓
手
隊
に
合
図
を
送
っ
た
。

そ
れ
ま
で
絶
え
間
な
く
打
ち
続
け
ら
れ
て

い
た
太
鼓
の
連
打
が
突
然
止
み
、
革
命
広
場
に
一
瞬
静
寂
が
訪
れ
た
。

「
フ

ラ
ン
ス
人
よ
ノ
」
国
王
は
民
衆
に
向
か
っ
て
叫
ん
だ
。

彼
は
自
分
が
な
ぜ
死

建
物
の
上
昇
と
下
降
に
つ
い
て
も
別
途
に
検
討
し
た
。
同
様
の

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ペ
シ
ャ
ツ
キ
を
縦
方
向
に
使
用
す
る
と
考
え
れ
ば
、

わ
か
り
や
す
い

。
建
物
の
半
分
を
移
動
さ
せ
る
と
す
る
と
、
約

九
0
0
ト
ン
を
上
昇
下
降
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
重
量
は
、

す
で
に
述
べ
た
大
阪
万
博
の
大
屋
根
や
、
チ
ャ
ン
ギ
空
港
の
管
制

塔
と
比
較
す
る
と
、
そ
れ
は
、
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。
中
央
部

に
一
台
一
、0
0
0
ト
ン
能
力
の
ジ
ャ
ッ
キ
二
基
を
設
置
し
、
各
階

引
出
し
と
同
様
の
方
法
に
よ
り
上
下
の
グ
リ
ッ
パ
が
交
互
に
荷
重

を
支
持
し
な
が
ら
、
少
し
、
ず
つ
移
動
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

。

⑨
諸
設
備
に
つ
い
て

建
物
が
移
動
す
る
際
、
も
っt
も
問
題
と
な
る
も
の
に
設
備
関

係
が
あ
る
。
電
気
、
水
道
を
始
め
と
し
た
工
、
み
ル
ギ
l

の
供
給
と
、

排
水

、

ご
み
の
処
理
な
ど
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
検
討
を
加
え

た
結
果
、
広
場
内
に
多
機
能
型
の
設
備
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、

一
括処
理
管
理
す
る
方
法
を
採
用
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー

が
有
す
る
機
能t
し
て
は
、

・

冷
房
、
暖
房
用
熱
源
を
持
ち
、
冷
水
、
温
水
を
供
給
す
る

・

上
水
を

集
中
受
水
し
、
ポ
ン
プ
加
圧
に
よ
り
供
給
す
る

・
建
物
内
の
排
水
と
広
場令
域
の
雨
水
を
集
水
し
て
処
理
し
、
再

び
雑
用
水
t

し
て
供
給
す
る

・

C
A
T
V

ス
タ
ジ
オ
を
設
置
し
、
情
報
提
供
を
行
う
（
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
の
再
送
信
も
含
む
）

・
光
空
間
伝
送
シ
ス
テ
ム

T
設
置
し

、

電
話
交
換
サ
ー
ビ
ス
、
情

報
を
提
供
す
る

・
防
災
、
防
犯
セ
ン
タ
ー
を
お
き
、

監
視
、
制
御
す
る

・

監
視
、
制
御
セ
ン
タ
ー
を
お
き
、
各
種
設
備
機
器
、
シ
ステ
ム

を
運
転
、
制
御
す
る

・
収集
ラ
イ
ン
を
通
し
て
ご
み
を
集
め
、
脱
水
し
、コ
ン

パ
ク
タ

ー
に
よ
り

パ
ッ
ク
処
理
す
る

な
ど
が
あ
り
、
建
物
の
み
な
ら
ず
、
広
場
全
域
に
設
置
さ
れ
る

あ
ら
ゆ
る
設
備
の
管
理
を
、
こ
こ
で
行
う
。

建
物
、
、
フ
ロ
ッ
ク
及
び
広
場
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
供
給
は

、

床
版
F

の

地
下
空
間
に
共
同
溝
を
設
置
し
、
こ
の
共
川
溝
と
枠
古
市
内
の
共

事き
の広場

で
てー

レ
ル
｝

の
舞台の史

場
歴

広

37 

同
管
を
つ
な
い
で
供
給
す
る
。
共
同
溝
に
は
、
冷
水
、
温
水
、
電

力
、
ご
み
、
排
水
、
雨
水
、
及
、
び
各
種
信
号
ケ
ー
ブ
ル
を
配
管
、

配
線
す
る
。

ま
た
、
建
物
が
各
階
引
出
し
て
移
動
す
る
場
合
は
、
図
の
よ
う

な
方
法
に
よ
り
、
建
物
内
に
フ
ォ
ー
ク
状
の
配
管
、
配
線
を
行
っ

て
お
き
、
移
動
が
終
了
し
た
時
点
で
ジ
ョ
イ
ン
卜
す
る
。

こ
の
場

合
、
各
階
の
設
備
は
固
定
と
し
、
空
調
は
階
別
方
式
、
外
気
・
排

気
は
階
別
処
理
、
さ
ら
にキ
ッ
チ
ン
、
パ
ス
、
ト
イ
レ
も
階
別
に

固
定
す
る
方
式
と
し
た
。

⑨
『
動
く
広
場
』
の
工
事
費
見
積
り

建
築
工
事
（
杭
・
基
礎、
建
物
ョ
フ
ロッ
ク
、
そ
の
他
ブ
ロ
ッ
ク
等
）

一
、
七
O
O
億
円

移
動
用
機
械
工事

（
枠
台
車
、
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
装
置
、
水
平
引
出

し
装
置
、
建
物
移
動
用
レ
l

ル
等
）

八
五
O
億
円

設
備
工
事

（全
建
物
設
備
、
セ
ン
タ
ー
、
地
域
配管
等
）

〈
総
計
〉

二
五O
億
円

一
、
九O
O
億
円

⑨
作
業
を
終
え
て

「
二
十
一
世
紀
の
広
場
」と
い
う
テ

l

マ
を
前
に
、
ま
ず
わ
れ

わ
れ
は
、
宇
宙
時
代
の
「
垂
直
な
広
場
」
、
擬
似
空
間
装
置
に
よ
る

「
極
小
空
間
広
場L
な
ど
、

誰
も
提
案
し
た
こ
と
の
な
い
広
場
を
考

え
て
み
た
。
そ
の
過
程
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、
広
場
を
都
市
と
の

関
連
か
ら
と

ら
え
た

『
動
く
広
場
』
で
あ
る
。
〈
ア

1

キ
グ

ラ
ム
〉
が
都
市
全
体
を
動
か
す
「
動
く
都
市
」
を
提
案
し
た
の
は
、

Ar
か
ら

二
十
年
前
。
わ
れ
わ
れ
は
動
く
と
い
う
発
想
を
建
物
の
レ

ベ
ル
、
て
と
ら
え
、
「
動
く
建
物
L
に
よ
る
可
変
街
区
を
提
案
す
る
こ

と
に
し
た

。
今
岡
は
コ
ン
セ
プ
ト
を
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
、建

物
を
均
一
的
に
し
た
が
、
こ
れ
を
発
展
的
に
考
え
る
時
、
未
来
の

都
市
に
関
わ
る
興
味
深
い
テ
l

マ
が
多
い
こ
と
に

気
付
く
。
技
術

の
あ
り
点
、
ト

地
に
つ
い
て
の
考
え
方
な
、
ど
を
含
め
て

叶
一
紀
の
都
市
を
与
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
み
た
い
。

スペイン広場（銅版画： 1750年建築家ピラネシ作） ／『世界の遣跡と名建築』 （講談社）
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